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（長
岡
市

「
こ
ぶ
し
園
」
園
長
）

（内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課
）

（阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
者

。
本
会
会
員
）

（中
越
地
震
被
災
者

。
本
会
グ
ル
ー
プ
会
員
代
表
）

（本
会
理
事
長
）

（本
会
副
理
事
長
）

（本
会
副
理
事
長
）

国
内
外
を
問
わ
ず
大
災
害
が
続
き
、
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
や
こ
ど
も
、
女
性

の
防
災
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

小
山
剛
氏
基
調
講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ら
し
で
は
無
理
な
の
で
、
こ
ぶ
し
園
で
引
き

中
越
地
震
当
日
、
余
震
の
な
か
職
員
は
自
分
　
　
受
け
た
が
、
地
震
に
よ
る
生
活
災
害
は
長
引
く

も
被
災
者
な
の
に
５０
人
以
上
集
ま
っ
て
、
明
日
　
　
と
介
護
災
害
に
な
る
。
神
戸
の
先
例
か
ら
見
て
、

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
た
て
て
い
た
。
こ
　
　
フ」
ぶ
し
園
で
は
抱
え
込
み
す
ぎ
な
い
こ
と
、
早

う
し
た
職
員
を
支
え
る
の
は
ひ
と
え
に
倫
理
　
　
く
高
齢
者
を
自
宅
に
帰
す
こ
と
を
目
指
し
て
、

性
。
介
護
は
連
続
性
が
必
要
で
、
地
震
だ
か
ら
　
　
通
所
介
護
の
再
開
を
急
い
だ
。

１１
月
に
は
、
在

中
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
１
８
０
人
の
　
　
宅
か
ら
避
難
し
た
要
介
護
者
の
多
く
は
帰
宅
で

定
員
に
対
し
、
一
時
は
２
５
０
人
が
生
活
し
た
。　
　
き
た
。
仮
設
住
宅
に
１
２
０
０
人
住
む
と
、
そ

認
知
症
、
お
む
つ
替
え
は
体
育
館
の
避
難
所
　
　
の
中
に
も
自
由
に
集
ま
れ
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
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広
告
入
り
な
の
で
、
広
告
収
入
が
入
る
。
こ
の

よ
う
な
全
国
的
シ
ス
テ
ム
を

「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ド
」
と
名
付
け
て
８
月
に
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
図

閻
翻

翻

―
を
つ
く
る
必
要
を
痛
感
し
た
。

大
規
模
災
害
は
、
専
門
職
も
福
祉
学
生
も
い

っ
せ
い
に
被
災
者
に
な
り
、
施
設
設
備
も
破
壊

さ
れ
る
こ
と
だ
。
体
だ
け
来

て
く
れ
た
り
、

「泊
ま
る
場
所
を
用
意
せ
よ
」
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
か
え

っ
て
迷
惑
。
自
衛
隊
が
喜
ば
れ

る
の
は

「衣
食
住
」
が
自
前
だ
か
ら
。
仙
台
か

ら
、
プ
レ
ハ
ブ
付
き
で
、

４０
人
が
１０
日
交
替
で

来
て
く
れ
た
の
は
有
り
難
か
っ
た
。

雪
の
中
で
生
き
て
き
た
高
齢
者
、
と
く
に
女

性
は
強

い
。
女
性
は

「お
茶
飲
み
ま
せ
ん
か
」

で
集
ま

っ
て
く
る
が
、
男
性
は

「お
茶
」
で
は

集
ま
ら
ず
、
孤
立
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
じ

た
り
す
る
。
男
性
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ガ
ス
、
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
医
療
は
、

全
国
的
自
動
的
に
救
援
が
出
動
す
る
シ
ス
テ
ム

が
で
き
て
い
る
。
今
回
、
介
護
の
世
界
だ
け
そ

の
シ
ス
テ
ム
が
未
整
備
で
、
こ
ち
ら
か
ら

「助

け
て
」
と
声
を
上
げ
な
い
と
救
援
が
来
な
い
、

と
い
う
事
実
に
直
面
し
た
。

そ
こ
で
、
企
業

・
行
政

・
個
人
に
呼
び
掛
け

て
、
緊
急
時
に
は
、
全
国
か
ら
組
織
的
に
配
備

さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
動
き
だ
す
、
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
創
設
し
た
。
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
企
業
の

全国各地から、
交代で人材を
派遣する

お風呂・トイレ

厨房・多目的ホール

派遣スタッフの住宅

全国各地から、
交代で人材を
派遣するざ

【討
論
】

〔阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
者

・
山
林
知
左
子

さ
ん
〕

当
時
神
戸
市

「し
あ
わ
せ
の
村
」
職
員
。
樋

口
代
表
か
ら

「ほ
し
い
も
の
は
？
Ｌ
と
聞
か
れ
、

即
座
に

「女
性
に
は
湯
上
り
の
化
粧
水
な
ど
が

必
要
」
と
答
え
、
エ
イ
ボ
ン
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
。
段
ボ
ー
ル
外
側
に
大
き
く
商
品
名
が
記
さ

れ
て
い
て
配
る
の
に
便
利
だ
っ
た
。

避
難
所
で
は
女
性
は
壊
れ
た
自
宅
と
往
復
し

て
多
忙
な
の
に
、
職
を
失

っ
た
男
性
は
文
庫
本

を
片
手
に

「俺
の
下
着
は
ど
こ
だ
」
と
言
う
。

被
災
時
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
目
立
っ
た
。

私
は
い
ま
だ
に
夜
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
ら
れ

な
い
。
心
の
傷
を
負

っ
て
い
る
。
住
居
を
失
い

近
所
に
新
築
、
現
役
世
代
の
交
流
の
た
め
、
ほ

ど
よ
い
距
離
で
年
４
回
集
ま
る

「リ
サ
ナ
メ
ン

ト

（イ
タ
リ
ア
語
で
再
生
の
意
と

を
つ
く
り
、

地
域
多
世
代
の
交
流
に
つ
と
め
て
い
る
。

〔中
越
地
震
に
際
し
、
地
元
の
救
援
活
動
を
し

た

「長
岡
老
い
を
考
え
る
会
」
（本
会
グ
ル
ー

プ
会
員
）
の
平
石
京

・
代
表
〕

本
会
は
じ
め
各
方
面
か
ら
お
見
舞
い
。
ご
連

移動式サポートセンター

Ю
「
地

渇
我 6_
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絡
を
い
た
だ
き
、
み
ん
な
し
て

「よ
か
っ
た
、

忘
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
喜
び
合

っ
た
。

山
古
志
村
は
高
齢
化
率
４０
％
、
恐
怖
が
さ
め
な

い
う
ち
に
と
、
記
録
集
を
出
し
た
。
①
重
度
の

要
介
護
者
、
障
が
い
者
は
避
難
所
に
行
か
れ
な

い
、
情
報
が
な
い
②
高
齢
者
は
足
手
ま
と
い
に

な
る
ま
い
と
健
気
③
地
域
の
自
主
防
災
組
織
は

大
災
害
で
は
動
け
な
い
。
命
は
自
分
と
小
さ
な

地
域
で
守
る
し
か
な
い
④
仮
設
住
宅
の
２０
％
は

高
齢
者
で
ロ
ー
ン
が
組
め
な
い
。
高
齢
者
な
ど

が
他
人
の
意
識
の
中
に
存
在
し
な
く
な
る
こ
と

が
怖
い
。
わ
が
家
で
も
夫
は
も
と
も
と
高
血
圧
、

１１
月
心
筋
梗
塞
で
手
術
、
私
は
介
護
で
腰
痛
、

鎮
痛
剤
服
用
と
今
も
後
遺
症
が
続
い
て
い
る
。

小
宮
恵
理
子

（内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
か

ら
紅

一
点
現
地
入
り
し
て
救
援
策
を
担
当
）

避
難
所
に
は
女
性
と
高
齢
者
が
多
く
、
男
性

は
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
男
性
は
被
災
後
た

だ
ち
に
職
場
に
復
帰
し
、
共
働
き
で
も
緊
急
時

の
育
児
、
介
護
は
女
性
が
担

っ
て
い
る
。
支
え

る
側
に
は
女
性
自
衛
官
、
女
性
警
察
官
で

「雪

椿
隊
」
を
組
織
、
避
難
所
パ
ト
ロ
ー
ル
、
相
談

事
業
に
あ
た
る
。
し
か
し
防
災
は
力
仕
事
と
解

釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
新
潟
県
地
震
対
策
本

部
員
、
内
閣
府
防
災
部
局
に
も
女
性
ゼ
ロ
。

避
難
所
で
女
性
は
授
乳
、
着
換
え
、
ト
イ
レ
、

子
ど
も
の
泣
き
声
の
気
兼
ね
な
ど
問
題
は
山
積

し
て
い
る
の
に

「困

っ
て
い
る
こ
と
は
？
」
と

聞
か
れ
て
も
本
音
が
出
な
い
。
女
性
独
自
の
視

点
が
防
災
対
策
に
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
女
性
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
も

ら
っ
た
。
地
域
の
女
性
が
防
災
マ
ッ
プ
を
つ
く

る
動
き
も
出
て
き
た
。
男
女
共
同
参
画
計
画
に

防
災
の
問
題
が
初
め
て
入
っ
た
の
は
幸
い
で
あ

２り
。小

山
剛

（会
場
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
と

地
域
の
要
介
護
者
等
の
存
在
を
つ
か
む
際
の
矛

盾
を
問
わ
れ
て
）

緊
急
時
に
お
い
て
は
倫
理
行
動
が
優
先
す

る
。
ま
ず
救
う
こ
と
。
法
律
は
事
後
処
理
の
た

め
に
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
施
設
は
結
局

「避
難
所
」
で
真
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
在
宅
が
基
本
で
あ
る
。

【司
会
、
樋
回
の
感
想
】

濃
密
な
本
日
の
内
容
を
本
会
と
し
て
の
研
究

と
提
言
に
つ
な
げ
た
い
。
水
道
の
バ
ル
ブ
の
規

格
が
自
治
体
ご
と
に
違
う

（山
林
発
言
）
な
ど
、

地
方
分
権
の
内
容
が
問
わ
れ
る
。
災
害
に
よ
る

建
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
が
横
行
し

「災
害
前

倒
し
被
害
」
に
合
わ
ぬ
よ
う
、
地
域
の
人
間
関

係
づ
く
り
を
す
す
め
た
い
。
　

（樋
口
恵
子
・
記
）

司会の樋口恵子、パネラーの小宮恵理子、小山岡J、 平石京、山林知左子さん。
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設立10周年を迎えて
設立10周年記念事業

地域福祉推進フォーラム2005

高齢社会をよ
代 表

設立10周年を無事迎えることができ、関係各位の温かいご指導ご支援に心から感謝致

しております。そして今心に残っているものは、 1周年記念に樋口代表から「公的介護

保険の必要性、寝たふり自治体を起こしていくのはあなた達です…」。豊かな老後は自

分達で参画して創るもの、と云う意識の芽生えを感 じた会でした。

3県合同で開催した第17回全国大会は大きな収穫でした。介護保険関係の審議会の情

報が公開されている事、策定委員の「市民公募」等を知り、参加する意欲を持つきっか

けとなり、 1万人市民委員会にも参加したり、大会を機会に一気に盛りあがり前進でき

ました。

5周年記念事業では岩川町長をお迎えし「みんなで育てる介護保険」をテーマにした

シンポジウムを開催。その後鷹巣のケアタウン等福祉先進地へ視察旅行に出かけました。

昨年はデンマークヘ も行ってきました。

地域福祉推進フォーラムとして取り組み始めて 4年目に当たる今回のフォーラムは、

設立10周年記念事業として、県の男女共同参画推進サポーター協働事業と共催する事が

でき、幅広い層の参加を得て会場は満席。「人生100年を生きる覚悟と快楽」の基調講演

において「高齢社会はこれから本番。団塊の世代は今の高齢者とは意識が違う。人生

100年の生き方、不自由にはどのように立ち向かって生きるのか若い人に伝える役割が

ある…・」、と云う言葉は初めて参加した人をも感動させました。

小規模多機能地域密着型はこれ

からの潮流。最大の介護予防はす

べての人に「居場所 と出番」を、

「歩いて買物、近くに仲間」と介

護予防の街づくりのあり方等登壇

者からの貴重な体験や提言は今後

の活動の指針とします。

最後は樋口理事長の替え歌「手

のひらを太陽に」の歌声が会場に

響き渡りました。

グループより報告

くする女性の会岐阜
久 世 須 磨 子

轟澤崚壼をさく
=薔

ぐ饉響

替え歌を大合唱する樋口理事長、久世代表、他の皆 さま
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*拳*****暴 拳**男 ・老い語る⑪ ***
*
*
*
*
*
*
*
拳
*
*
*
*
*
*
*
暴
*

「安全・快適・便利」は、地域を

孤独と不安で不健康にする !

かずひら

一平 (ゴジヵラ本す代莉
だ
田れ

士
口

昔
、
畑
仕
事
を
生
業
に
し
て
い
た
頃
の
暮
ら

し
に
は
、
勝
手
知
り
た
る
隣
組
の
お
せ
っ
か
い

が
あ
り
、
田
畑
の
管
理
も
協
働
を
避
け
ら
れ
ず
、

困
り
事
は
長
老
に
尋
ね
、
子
供
達
も
作
業
の
担

い
手
だ

っ
た
。

向
こ
う
三
軒
両
隣
の
何
か
と
煩
わ
し
い
つ
き

あ
い
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
中
に
歳
相
応
の
役
割

や
つ
と
め
も
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
や
、
誰
も
が
安
全

・
快
適

。
便

利
を
求
め
て
金
儲
け
に
忙
し
く
、
セ
キ

ュ
リ
テ

イ
ー
や
個
が
重
視
さ
れ
、
隣
近
所
に
迷
惑
を
か

け
な
い
だ
け
の
希
薄
な
人
間
関
係
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

結
果
、
要
介
護
状
態
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で

築

い
て
き
た
社
会
的
立
場
や
居
場
所
等
を
失

い
、
喪
失
感
や
孤
独
感
を
抱
え
、
寂
し
い
時
間

を
送

っ
て
い
る
。

在
宅
で
は
、

ヘ
ル
パ
ー
や
看
護
師
ら
の
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
訪
間
が
あ
る
以
外
、
隣
近
所
や

昔
の
仲
間
は
誰
も
来
な
い
。

安
心
の
は
ず
の
施
設
で
も
、
面
会
者
は
い
つ

し
か
疎
遠
に
な
り
、
も
の
言
わ
ず
過
ご
す
孤
独

な
日
々
が
続
く
現
実
を
、
私
は
１９
年
見
て
き
た
。

そ
こ
で
、
「不
便
で
手
間
暇
か
か
っ
て
、
揉

め
事
が
多
く
て
煩
わ
し
い
、
決
し
て
快
適
で
も

安
全
で
も
な
い
」
世
の
中
と
は
天
地
逆
転
の
村

づ
く
り
を
始
め
た
。

そ
れ
は
、
１
０
０
０
万
の
種
類
株
式
を
購
入

し
、
４
０
０
０
万
の
入
村
金
を
払
っ
た
村
民
や
、

入
村
は
し
な
い
が

一
口
３０
万
の
種
類
株
式
を
購

入
し
た
出
資
者
等
が
、
村
で
必
要
な
仕
事
や
活

動
等
を
探
し
、
そ
の
働
き
方
や
給
与
の
仕
組
み

等
を
、
他
人
に
頼
ら
ず
自
分
達
で
考
え
る
と
こ

ろ
か
ら
参
画
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
誰
か
の
役

に
立
ち
、
生
き
が
い
や
楽
し
み
、
生
涯
自
分
の

役
割
や
居
場
所
が
あ
る
村
づ
く
り
計
画
で
あ

Ｚり
。家

に
は
、
よ
そ
の
子
達
が
好
き
勝
手
に
出
入

り
し
、
２
階
は
女
子
学
生
に
下
宿
を
斡
旋
。

村
の
道
路
や
家
屋
の
修
繕
、
夜
回
り
、
ご
近

所
づ
き
あ
い
…
共
に
汗
を
か
い
て
働
い
て
、
共

に
酒
を
酌
み
交
わ
す
。
喧
々
詔
々
、
悲
喜
こ
も

が
」メじ
‥
・。

1946年長久手町生まれ。雑木林に囲まれた幼稚園や専門学校、老人福祉施設等を擁する

ゴジカラ村代表。不便で煩わしい多世代交流のある地域にこそ、人の暮らしがある。

連絡先 :ゴ ジカラ村役場株式会社 TEL 0561-64-5737
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リ
レ
ー

。
エ
ツ
セ
イ
０

美
し
く

豊
か
に
老
い
た
い
！

「今
日
は
、
み
ち
さ
ん
の
家
へ
遊
び
に
行

っ

て
き
ま
し
た
」
。
補
助
車
を
押
し
た
９４
歳
の
佐

藤
さ
ん
が
、
に
こ
や
か
に
ゆ
っ
く
り
通

っ
て
い

き
ま
し
た
。

昨
年
４
月
町
内
に
い
き
い
き
サ
ロ
ン

「み
ど

り
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
近
隣
の
町
内

に
比
べ
て
極
度
に
高
齢
化
率
の
高
い
我
が
町
の

介
護
予
防
支
援
策
を
考
え
た
上
で
の
立
ち
上
げ

で
あ
り
ま
し
た
。

７０
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
、
老
夫
婦
、
昼
間

１
人
、
も
し
く
は
老
夫
婦
の
み
で
暮
ら
し
て
い

る
人
た
ち
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
働
、
つ
ま
り
会

黎蒻錮聰翡鶉翡錮晰゛鰊翡晰後珍晰鰺愉笏珍

ま

つ
　

　

お

か
　

　

あ

ゃ

　

　

こ

松

岡

紋

子

員
と
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
係
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特
技
を
尊
重
し
合
う

年
間
計
画
の
も
と
で
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

７５
歳
の
カ
ラ
オ
ケ
の
先
生
、
音
の
遊
び
の
再

現
、
そ
の
道
具
づ
く
り
、
民
舞
の
指
導
、
四
季

折
々
の
年
中
行
事
な
ど
お
年
寄
り
に
学
び
、
若

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
み
ん
な
で
で
き
る
元
気
体

操
や
行
事
の
段
取
り
を
す
る
な
ど
、
月
１
回
の

サ
ロ
ン
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
て

し
ま

っ
た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

９４
歳
の
佐
藤
さ
ん
の
独
り
暮
ら
し
は
同
じ
独

り
暮
ら
し
の
み
ち
さ
ん
と
の
交
流
に
よ

っ
て
共

に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
昔
と

っ
た
杵
柄
、
床

の
間
に
眠

っ
て
い
た
三
味
線
を
出
し
て
ま
た
音

を
出
し
始
め
た
田
山
さ
ん
、
折
紙
は
頭
の
体
操

と
仲
間
と
集
ま

っ
て
教
え
あ
い
な
が
ら
続
け
て

い
る
遠
藤
さ
ん
グ
ル
ー
プ
…
…
会
員
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
生
き
、
美
し
く
豊

か
に
な

っ
て
い
る
。
と
自
信
が
も
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

折
し
も
今
朝
の
新
聞
は
、
介
護
保
険
改
正
案

が
衆
院
厚
労
委
員
会
で
可
決
し
た
と
報
じ
ま
し

た
。
改
正
案
は
増
え
続
け
る
介
護
給
付
費
を
抑

え
る
の
が
主
な
目
的
、
介
護
の
必
要
度
の
低
い

「要
支
援
者
」
や

「要
介
護
０
」
の
人
た
ち
を

対
象
に
状
態
悪
化
を
防
ぐ
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
新
た
に
導
入
す
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
老
後
の
幸
せ
は
な
る
べ
く
長
く

介
護
保
険
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
こ
と
、
を
相

言
葉
に
、
筋
ト
レ
も
栄
養
改
善
も
先
き
取
り
し

な
が
ら
、
地
域
の
人
々
と
の
協
働
で
、
美
し
く

豊
か
に
老
い
る
道
を
拓
い
て
い
き
た
い
と
努
力

し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
会
員
。
元
小
中

学
校
教
員
。
前
静
岡
県
議
会
議
員

（３
期
１２
年
）

現
在
は
地
域
福
祉
、
男
女
共
同
参
画
活
動
に
力
を

注
い
で
い
る
。
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北
京
Ｊ
Ａ
Ｃ
　
第
１０
回
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

北
京
＋
１０
～
女
性
の
人
権
の
確
立
と
脱
軍
事
化

・
脱
暴
力
～

第
１８
分
科
△〓女
性
問
題
と
し
て
の
高
齢
者
虐
待

ぜ
お
ば
あ
さ
ん
は
い
じ
め
ら
れ
る
の
か
～

甲
ョ
　
”江

（城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
）

一幸

　

７
丁

（
Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
虹

）

一埋

　

綸
洲

（
Ｎ

Ｐ

Ｏ
法

人

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
虹

）

喜性
（主
婦
）

恵
　
子

曾
〈ム理
事
８

孝
　
子

曾
〈ム副
理
事
こ

撃
的
な
実
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
高
齢
女

性
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
存
在
を
周
知
さ
せ
る
こ

と
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。

阿
武
氏
か
ら
は
、
定
年
で
在
宅
時
間
の
延
び

た
男
性
が
妻
の
行
動
を
管
理
し
、
身
体
的
心
理

的
暴
力
を
加
え
る
背
景
に
は
、
女
性
の
経
済
的

依
存
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
高
齢
者
夫

婦
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
は
高
齢
者
虐
待
に
ほ
か
な
ら

な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

樋
口
理
事
長
か
ら
は
、
昨
年
５
月
に
当
会
が

坂
口
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
た

「高
齢
者
虐

待
ゼ
ロ
社
会
を
め
ざ
す
提

言
」
が
紹
介
さ
れ
、
続
い

て
本
年
■
月
１
日
に
成
立

し
、
来
年
の
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
高
齢
者
虐

待
防
止
法
の
概
要
の
説
明

が
あ
っ
た
。

会
場
か
ら
は
、
家
族
暴

力
を

一
括
す
る
法
律
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
被
虐
待

者
の
措
置
入
所
が
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
待
機
者
の

多
い
施
設
で
受
け
入
れ
が

可
能
か
、
相
談
窓
口
で
適

切
な
対
応
が
で
き
る
人
材

が
い
る
の
か
等
虐
待
防
止

法

へ
の
不
安
が
示
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
不
安
を
払

拭
し
、
よ
り
よ
い
虐
待
防

止
法
に
向
け
て
、
当
会
か

ら
は
新
た
な
提
言
書
を
作

成
す
る
こ
と
を
約
束
し
て

閉
会
し
た
。（袖

井
孝
子
。
記
）

◆
十

一
月
例
会

二
〇
〇
五
年
十

一
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
於

・
国
立
女
性
教
育
会
館
　
ヌ
エ
ッ
ク

井口武田東村ふ

問
題
提
起
者
。山
・

一日
同山阿

司

　

△Ｔ
樋袖

ま
ず
中
村
氏
か
ら
は
、
被
害
者
は
圧
倒
的
に

超
高
齢
の
女
性
が
多
い
こ
と
、
虐
待
者
に
は
息

子
が
多
い
が
、
息
子
自
身
、
失
業
、
ア
ル
中
、

心
の
病
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
、
虐

待
以
前
の
親
子
関
係
に
問
題
の
あ
る
こ
と
な

ど
、
い
く
つ
か
の
調
査
結
果
を
基
に
、
高
齢
者

虐
待
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

高
東

・
山
田
両
氏
か
ら
は
、
女
性
の
た
め
の

「全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
か
ら
、
入

院
中
の
妻
の
病
院
食
を
食
べ
、
自
分
の
洗
濯
物

を
押
し
つ
け
る
男
性
の
例
を
始
め
と
し
て
、
衝

左から袖井、樋日、山田、阿武の登壇者の皆 さま
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本

の

紹

介

「
子
ど
も
の
世
話
に
な
ら
ず
に
死
ぬ
方
法
」

俵
　
萌
子
著

中
央
公
論
新
社
　
一
七
〇
〇
円
＋
税

自
分
で
自
分
の
本
を
紹
介
す
る
の
も
何
で
す

が
、
こ
の
本
は
、

６５
冊
の
私
の
本
の
中
で
、
い

ち
ば
ん
手
こ
ず

っ
た
本
で
し
た
。

ま
ず
、
第

一
に
書
き
お
ろ
し
で
あ
る
こ
と
。

「
４
０
０
字
、
４
０
０
枚
く
ら
い
書
い
て
い

た
だ
け
ま
す
か
の
―
」

と
中
央
公
論
新
社
の
Ｆ
さ
ん
に
い
わ
れ
、
途

方
に
暮
れ
た
。
こ
の
忙
し
さ
の
中
で
、
締
切
日

も
は
っ
き
り
し
な
い
原
稿
を
、
４
０
０
枚
も
書

く
な
ん
て
…
…
。
途
中
で
、
何
度
も
投
げ
出
し

た
く
な
っ
た
。

わ
れ
な
が
ら
頑
張
っ
た
、
と
思
う
。
ひ
と
え

に
亡
く
な
っ
た
母
の
お
陰
で
あ
る
。

（私
が
居
な
く
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
、
本

を
書
け
な
い
の
ネ
）

と
亡
き
母
か
ら
い
わ
れ
た
く
な
い
。
母
か
ら

の
自
立
を
、
自
分
に
課
す
た
め
の
本
で
も
あ
っ

た
。
５
年
間
、
１
０
０
カ
所
の
各
種
老
人
ホ
ー

ム
を
歩
い
た
。
母
を
入
れ
た
く
な
る
よ
う
な
ホ

ー
ム
を
探
し
て
…
…
。
そ
し
て
、
私
自
身
入
っ

て
も
い
い
と
思
う
ホ
ー
ム
を
探
し
て
…
…
。

「介
護
ふ
れ
あ
い
大
賞
」

大
募
集
に
つ
い
て
、
ご
案
内

こ
の
た
び

「介
護
ふ
れ
あ
い
大
賞
」
（産
経

新
聞
社
他
主
催
）
が
設
け
ら
れ
、
私
た
ち

「高

齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
も
高
齢
社
会

Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
携
協
議
会
な
ど
と
と
も
に
協
力
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
は
作
家
の
立
松
和
平
さ
ん
、
樋

口
恵
子
が
副
委
員
長
を
つ
と
め
ま
す
。

女
性
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
現
場
に
い
る
ご

家
族
、
専
門
家
そ
し
て
要
介
護
者
を
含
め
た
高

齢
者
自
身
の
声
が
、
こ
れ
を
機
会
に
よ
り
広
く

よ
り
深
く
社
会
全
体
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
願

っ

て
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
人
間
の
営
み
に
必
須

の
介
護
に
つ
い
て
、
こ
と
ば
に
出
し
て
語
る
こ

と
か
ら
理
解
が
す
す
み
ま
す
。

詳
細
は
別
紙
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

１
等
賞
は
１
０
０
万
円
相
当
と
か
１
　
１
月
１５

日
〆
切
と
あ
り
ま
す
が
、
２
月
１５
日
に
〆
切
日

が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
´

会
員
内
外
の
皆
さ
ま
、
振
る

っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。

（樋
口
恵
子
・
記
）

闘
倶
進
会
助
成
事
業
報
告
会
終
わ
る

昨
年
度
研
究
助
成
を
受
け
て

「高
齢
女
性
の

就
労
調
査
」
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
去
る
■
月

‐９
日
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
四
谷
で
、
事
業

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

助
成
事
業
６６
件
の
う

ち
報
告
は
１７
件
。
そ
の

内
の

一
つ
と
し
て
本
会

は
研
究
申
請
者
樋
口
恵

子
さ
ん
、
研
究
者

・
袖

井
孝
子
、
高
見
澤
た
か

子
さ
ん
が
研
究
全
容
を

報
告
。
テ
ー
マ
の
目
新

し
さ
と
海
外

へ
も
広
が

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。

※
※
澁
※
沐
※
×
※
※
×
※
×
×

必
事
務
局
だ
よ
り
褥

※
※
※
澁
※
涙
※
澁
※
※
澁
×
※

☆
年
末

。
年
始
休
業
に
つ
い
て
、

２６
日
０
が
仕

事
納
め
、
新
年
は
ｎ
日
的
か
ら
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
本
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（会
費
納
入
を
お
忘
れ
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
）
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
ま
せ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（事
務
局
一
同
） 樋口さん、高見澤 さん、袖井 さん
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